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津市立南立誠小学校における

｢地域に学ぷ総合的な学習の時間｣の実践と

それをサポートする三重大学教育学部の役割

小山 史己*･稲垣 博美*･須曽野仁志=･下村 勉■■

津市立南立誠小学校では､｢地域に学ぶ総合的な学習の時間｣についての研究を進めて

きた｡この時間の実践を進める中で､南立誠小学校と三重大学教育学部が連携をとり､大

学生が子どもたちと一緒にデジカメを持って校区を歩いたり､大学生及び大学教官がプレ

ゼンテーションソフトの操作方法や､ホームページ作りの指導･支援を行った｡これらの

活動を通して､小学生の子どもたちと大学生が触れあうことができ､技術的なサポート以

外にも､お互いにとって多くのメリットを得た｡

キーワード:総合的な学習の時間､地域教材､地元大学との連携

1.はじめに

津市立南立誠小学校(児童数440人)では､

2002年に本格実施される｢総合的な学習の時

間｣を2000年度から試行錯誤しながら取り組

んできた｡2001年度は｢総合的な学習の時間｣

を｢いきいきタイム｣と名付け､地域素材を教

材に取り上げることにした｡地域教材は､子ど

もたちに体験させることが多く､その活動を通

して疑問が生まれたり､思わぬ発見があったり

して､思考活動が広がるのではないか､また､

学習を通していろいろな人の生き方や仕事に対

する思いにふれることができるのではないかと

考えたからである｡

｢いきいきタイム｣の学習を展開する上で､

｢地域の先生｣として､市役所や自治会の方を

ゲストティーチャーとして迎えたり､近くに位

置する三重大学教育学部からのサポートを受け､

小学生の子どもたちと大学生との交流ができた

らと考えた｡

* 津市立南立誠小学校

** 三重大学教育学部附属教育実践総合センター

2.南立誠小学校の取り組み

(1)南立誠小学校の特徴

南立誠小学校の校区には､島崎海岸や安濃川

などかけがえのない豊かな自然があり､そこに

はさまざまな生き物がいる｡桜やツツジでにぎ

わい､歴史的にも価値のある借楽公園がある｡

また､県庁･博物館･美術館･点字図書館･福

祉センターなどの公共施設もたくさんある｡公

民館では､寿大学などお年寄りが集まる講座が

開かれている｡小学校のとなりには幼稚園や中

学校もある｡

このように､｢総合的な学習の時間｣を進め

ていく上で､多方面にわたり恵まれた環境にあ

るといえる｡しかし､今まで地域に住んでいる

お年寄りや寿大学の人たちにいろいろ教えても

らったり､隣接している幼稚園の子どもたちと

遊んだりすることはあっても､そこで働く人々

の様子･思いに触れ､その施設の役割を知った

り､利用している人々と交流したりすることば

なかった｡

さらに､保護者の転勤から､転出転入する子

どもも多く､地域に対して馴染みが薄いのでは

ないかと思われた｡また､ずっとこの地域に住

んでいながらも地域にある物に関心がなかった
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り､地域の良さを認識していないようにも思わ

れた｡そこで､｢総合的な学習の時間｣を通し

て､地域に愛着を持ち､自分たちが今できるこ

とを考えるきっかけにさせていきたいと思い､

計画をたてた｡

(2)いきいきタイムの年間計画

2000年度は､｢総合的な学習の時間｣を年間

70時間､2001年度は90時間を設定し､年間計

画を次のように作成した(表1)｡

(3)学習のプロセス

研究を進めるにあたって､学習のプロセスを

｢ふれる→つかむ→ふかめる→ひろげる｣とし､

研究に臨んだ｡(図1)

｢ふれる｣では､学年の児童全員で共通体験

をし､テーマについて共通理解を図りながら､

個々の児童がテーマについて様々な角度から興

味関心､を持てるようにする段階である｡

｢つかむ｣では､調べたい課題を設定し､課

題解決への見通しをっかむ段階である｡

｢ふかめる｣では､自分の課題解決に向けて

活動や体験をしたり､情報を収集したり､中間

発表などの交流活動をする段階である｡

｢ひろげる｣では､調べたり､体験したり､

考えたりしたことをレポートにまとめ､それを

他に伝えたり､学習(活動)したことを振り返

り生き方を考える段階である｡地域への発信と

して､ホームページを開設したり､チラシやポ

スターを作成し､配布を考えている｡

これらの学習活動を通して､研修主題である

｢生き生きと活動し､仲間とともに高まろうと

する子｣に迫っていきたいと考えた｡

(4)地域･保護者との連携

保護者や地域の方々にスクールサポーターと

して､｢ふれる｣､｢つかむ｣の体験活動時に児

童の安全を見守ってもらったり､｢ふかめる｣

の学習活動時に支援をお願いしたりしている｡

また､ゲストティーチャーとして子どもたちに

話をしてもらった｡

地域環境の野外調査では､保護者だけでなく､

地域の方にも呼びかけ一緒に活動したり､地域

への情報発信の一つとして､学校のホームペー

ジを開設している｡

また､三重大学が学校から数キロの位置にあ

るので､教育学部と連携をとりながら､大学生･

教官による支援､情報機器(ハード･ソフト)

の面で共同研究が実現できればと考えた｡大学

生や教官がサポートできれば､子どもたちの疑

問にもすぐに対応でき､活動が充実し､成就感

を味わえるのではないかと考えられる｡

3.南立誠小学校と三重大学教育学部と

の連携

小山は､2000年度後期､三重大学教育学部

附属教育実践センターに情報教育内地留学をし､

さらに､2001年度は小山と稲垣が｢三重大学

教育学部附属教育実践総合センター研究協力員｣

となり､小学校現場において､情報機器を活用

した大学や地域との連携について研究を進めて

きた｡本研究は､小山･稲垣が所属する南立誠

小学校の教師集団と､須曽野･下村を中心とす

る三重大学教育学部附属教育実践総合センター

が､小学校と教育大学の連携をいかに進めてい

くかについて実践してきた｡この研究で､取り

組んできたことは以下のようなことである｡

(1)学校環境デーの取り組み(6月5日)

南立誠小学校では｢学校環境デー｣の取り組

みを以下のようなねらいを持って､全校で行っ

た｡

･校区(地域)の環境(生き物､町並み､ゴミ

等)を知る｡

･縦割り班で行動することにより､他学年と仲
良くなる｡

･それぞれの班が自分の見てきた場所を掲示物

で紹介し合い､より校区の環境について関兄､

を持っようになる｡

活動方法は､全校を36の縦割り班に分け､

それぞれの班が自分たちのテーマに沿って校区

内の行き先を決め､計画を立てた｡そして､ま

とめの場面で､掲示物を作るために活動内容を

デジタルカメラで撮影することにした｡
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表1南立誠小学校 平成12･13年度｢総合的な学習の時間｣年間計画

平成12年度のプラン

ァ坪 月 4月 5月

6月t7月8月l9月10月tll月卜2月1月l2月I3月
1生

年藷

生科 臼∈ヨ国[ヨ∈]:三…;‡ゆがE〕
2生

年活

生科 巨∃ 巨] 巨] 巨∃
3 英 きれいにしよう すきになろう 知りたいな

年 梧 ■ゎたしたちの町
わたしたちの町 むかしの町

生 で (20) (28) (20)

4

年

生 肝琵竪〕 巨副ヨ t……ご詫;y
5 A兼 松榔に生息する 命について 地域の伝統

年 しし 動植物喧知ろう
半ばう エ芸に挑戦

生 Tく (22) (27) しよう

6

年

生 引4,見つ?チ…ア境:言管‡妄言‡罠]
平成13年度のプラン

卵√＼月 4月

5月l6月l7月t8月9月110月11月l12月1月
2月 3月

1生

年活

生科

芸三三し 芸三三し Eヨ…三三しふゆとなかよし‡……ぐ
2 生 生きものを こんなに

年活

生科
.町たんけん

かおう えきたんけん ふゆをたのしく 大きくなったよ

3 きれいにしよう すきになろう 知りたいなむかしの町

年 わたしたちの町 わたしたちの町 餅:ておほちゃんお力殖やん)

生 (ゴミってなあに)(28) (みんなおいでよ!)(38) (24)

4 みんなの津駅前

年 ごみ 0 大作戦 き れ い に し よ う,私 た ち の津駅 前 通リ

生 (33) (57)

5 項

年 安 濃 川 の ひ み つ を 探 ろ う

生 (90) 塊 (進 め!探検:輝)(進 め!環境研究陣)(今,わたしたちにできること)

6

年

生

7~

みんなで見つけよう,偉業公園のすぺて

(90)l
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図1南立誠小学校の｢総合的な学習の時間｣における｢学習のプロセス｣
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しかし､子どもたちは､撮影はできても､そ

のデータを取り込んだり､印刷することは初め

てであり､多くの困難が予想された｡

そこで､須曽野を通じて教育学部情報教育課

程の学生に支援を依頼した｡当日､一人の学生

が自主的に参加し､午前中の地域を探索する活

動から一緒に行動した｡そして､午後からは､写

真データーの取り込みの方法等を児童に指導した

(写真り｡その学生は､子どもたちと午前からの

関わりがあったため､コミュニケーションも十分

にとれ､能率的に活動を行うことができた｡

写睾1データ取り込みの支援をする大学生

(2)教職員のパソコン研修会(8月9日)

夏休みに､南立誠/J職且対象のコンピュー

タ研修を計画した｡秋に研究発表会を控えてい

るため､研修内容は｢プレゼンテーション｣と

した｡

しかし､学校のコンピュータ室には､コンピュー

タが11台しかなく､ソフトのライセンスも揃っ

ていない｡

そこで､須曽野と教育学部の学生3人が､教

育学部附属教育実践総合センターのノート型コ

ンピュータ20台とプロジュクタを持参し､研

修会を実施した(写真2)｡学生は指導補助と

いう形で参加した(写真3)｡当日､教職員が

一人一台のコンピュータを操作することができ､

また､学生の適切な支援を得ることもでき､大

変充実した内容となった｡

93

写真2 教随員にパワーポイントの説明をする須曽野

写薫3 支援する教育学部情報教育課程学生

(3)｢総合的な学習の時間｣の実践の支援

-ホームページ作成研修会一

本年度､南立誠小学校の6年生では､総合的

な学習の時間に｢僧楽公園を紹介しよう｣とい

うテーマで活動を進めた｡

子どもたちは､｢ビデオグループ｣｢ホームペー

ジグループ｣｢パンフレットグルー79｣｢ガイド

グループ｣の4グループに分かれ活動計画を立

てた｡活動の中で､コンピュータの使用を希望

する子どもが多数いた｡

しかし､学校にある児童用コンピュータ10

台を交代で使うのでは､子どもたちにとって十

分な学習活動にはなりにくい｡そこで､教職員

パソコン研修会と同様に､大学のコンピュータ

とプロジェクタを使用することを考えた｡須曽

野は､南立誠小学校からホームページ作りの支

援を依頼され､10月25日に教育学部情報数膏
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課程の学生3名と一緒に､子どもたちにホーム

ページ作りの指導を行った｡その後､南立誠小

学校でのホームページ作りは､11月22日の研

究発表会まで間､担当教員が指導に当たった｡

しかし､子どもたちは｢大学生の人たちにもっ

と釆てはしい｣という希望が憩くあり､その中

でホームページ作りの支援に､学生が数回南立

誠小学校に出向き指導を行った｡子どもたちは､

自分たちの疑問をやさしく､わかりやすく教え

てもらうことができたため､毎回宿動を禁しみ

にし､学生が来ることをいつも大変心待ちにし

ていた｡

そこで､学生たちは､研究発表会当日にも参

加し､子どもたち一人一人のホームページを見

ながら､仕上げの段階でのアドバイスをした

(写真4.5.6)｡研究発表会に参加した教員や

教育関係者からは､｢学生の支援を受けること

で､子どもたちは非常に有意義な活動を展開す

ることができている｣｢学生が子どものことが

よく理解できる良い機会である｣という感想が

あった｡子どもたちは専門の先生や学生に的確

な助言を頂き､大変喜んでいた｡(表2)また､

教育学部の学生が教育実習以外の現場で､児童

と接する機会は少なく､学生にとっても貴重な

経験になったようである(表3)｡

表2 子どもの作文より

･私は今回初めてホームページ作りをしま

した｡そして大学の先生､学生さんにお話

を聞いたのも初めてです｡私は最初｢大学

の方のお話だったら少しむずかしいかな･‥｡｣

と患っていたけれど､とても分かりやすく

説明して下さり､また､分からないところ

があったらパソコンを使って教えてくれまし

た｡だから､初めてでもだいたいのことが

分かったし､ホームページ作りが楽しくで

きました｡これからまた､ホームページを

作りたくなったらできると患います｡(S.Y)

･大学の人に釆てもらって基本がいろいろ

と分かってよかった｡特に｢見る人の立場

になって考えるといい｣という言葉を聞い

て色や字の大きさを見やすく工夫しようと

いう気持ちになりました｡(M.N)

･ホームページビルダーの使い方や､絵や

背景の入れ方など優しく数えてくれてうれ

しかったです｡｢やっぱりよく知っている

なあ｣と思いました｡ホームページ作りは

大変だったけど､自分なりに満足です｡で

きた､ホームページを親や地域の人やみん

なに見てもらって感想を聞いてみたいなあ

と患います｡(H.S)

･最初はやり方が全く分からなくて､大学

生の人にいっぱい教えてもらいました｡す

ごく分かりやすかったです｡今では､ホー

ムページ作りがスムーズに進んで作るのが

ものすごく楽になりました｡(A.0)

写真4 教育学部附属教育実践総合センターのコ

ンピュータとプロジェクタを使っての研

究発表会の様子

写真5 相談にのってもらっている子どもたち
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写真6 子どもたちに的確な助言を与える学生

義3 参加した教育学部情報層偏学生の感想

今日はHPがほぼ完成していてそれの発

表会だった｡子どもたちは､教えたこと以

上の軍をやっていて､それぞれ個性的なホー

ムページを作成していて良かった｡必要な

事を教えれば後は自分たちで教え合ってやっ

ていくのだなあと思った｡ホームページビ

ルダーを使わずHTMLを使って作ってる

児童がいたのには驚いた｡今回､小学校現

場へ行ってホームページ作成支援を通して

直接子どもたちと関わることができ､大学

にいては経験できないことがたくさんあっ

た｡この経験を､自分の｢小学生向け教材

ソフト｣を開発をしていく上での参考にし

ていければと考えている｡

囲2 子どもたちが作成したホームページ｢借菓公園のすペて｣

URL=htlpノ/ww.TeS-edu.ed.jp/■皿iI-a皿1【issei/

以卜､資料1に6年生研究発表会当日の本時案をしめす｡
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資料1研究発表会当日の活動の流れ(網掛けはホームページグループの活動)
2001.11.22

(1)ねらい

･自分たちの計画に沿って､友だちと協力しながら借楽公園の良さを広める準備を意欲的に進め
ることができる｡

･地域の先生にアドバイスを受けながら､よりわかりやすい表現方法を工夫しようとすることが
できる｡

(2)準備物

①ガイドグループ 筆記用具･各自の資料

②ホームページグループ PC9台･プロジュククー･筆記用具･各自のFD

③パンフレットグループ PClO台･筆記用具･各自の資料

④ビデオグループ VTR･ビデオテープ･各自の資料･筆記用具･ビデオカメラ

(3)地域の先生 ZTVの人･印刷業の人･PCのインストラクター･三重大学生

(4)活動の流れ(60分)

児 童 の 学 習 活 動 教 師 の 支 援

1全員がTT教室と6-1教室に分かれて全体会

を行い､本時の活動内容を聞く｡

2 全体会の後､各教室に分かれてリーダーを中心

に作業を進める｡

･地域の先生の話を聞く｡

･本時の活動を確認する｡

①借楽公園のガイドをしよう｡ (6-2教室)

･コース別(生物･樹木･石碑･歴史)にそれ
ぞれ発表を行う｡

･発表後に意見交流を行い､参観者に感想を聞
いたり､地域の先生のアドバイスを聞く｡

･意見などを参考に工夫が必要な所などをグルー
プで相談して修正し練習する｡

Tl､T2が二つの教室で同時に全体会を行い､本時の活動について
説明する｡

リーダーを中心に自分の担当する所を意欲的的に活動させたい｡

Tl､T2は担当教室を回り作業をうまく進められない児童を中心に
支援する｡

メモをとって､しっかり発表を聞いているか見守る｡

緊張している子には声をかけて励ます｡

説明する順番や準備物などに対しても目を向けるよう助言する｡

意見交流で意見や感想が出やすいように支援する｡

参加者から意見が出ないときは教師からお願いする｡

話す速さ､声の大きさなど､聞く人の立場に立って､分かりや

すく表現できるように支援する｡ (地域の先生:ZTVの人)

③倍楽公園の紹介パンフレットを作ろう｡

(PC教室)

･二つのグループ(歴史･自然)のできている
所までのパンフレットを見て､電子掲示板を

使い意見を書き込む｡

･電子掲示板の意見を確認する｡

･席を移動して意見交流を行い､地域の先生の
アドバイスを聞く｡

･意見などを参考にグループで相談して手書き
やPCを使って修正する｡

④借楽公園の紹介ビデオを作ろう｡(6-1教室)

･借楽公園で撮影したビデオを視聴する｡

･ビデオの視聴後に意見交流を行い､地域の先
生のアドバイスを聞く｡

･意見などを参考に､修正する場所を明らかに
する｡

･カメラなどを使い､修正する場所の取り方を
練習をする｡

3 各教室ごとに終わりの会を行う

･地域の先生の話を聞く｡

･本時の活動の反省をする｡

･次時の活動内容を確認する｡

電子掲示板を使って意見を書き込めているか見守る｡

意見交流で意見や感想が出ないときは言葉がけをする｡

わからない所は地域の先生に尋ねることを勧める｡

作業に行き詰まっている子には言葉がけをする｡

席を移動しやすいように声かけをする｡

機器が壊れた時に､対応できるようにしておく｡

(地域の先生:印刷業の人

PCのインストラクター)

工夫した所や困っている所が発表できているか見守る｡

意見交流で意見や感想が出ないときは言葉がけをする｡

わからない所は地域の先生に尋ねることを勧める｡

取り直しの場合､その理由もしっかり考えるように助言する｡

声の大きさ､撮影する方向､場所の選び方などが見る人の立場

に立って､わかりやすく表現できるように支援する｡
(地域の先生:ZTVの人)

･教師や地域の先生から感想を話す｡

･協力して後片づけができるように言葉がけをする｡
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津市立南立酬､学校における｢地域に学ぷ総合的な学習の時間｣の実践とそれをサボーける三重大学教育学部の役割

(4)大型プリンタを用いた支援

11月22日に研究発表会を行うため､大きな

掲示物をいくつか作成する必要が出てきた｡そ

こで､教育学部附属教育実践総合センターにあ

る用0版が印刷可能なプリンタ｣を使用し､

以下の編示物を作成して活用した｡

･学校の校舎案内図(研究会当日用)

･コンピューターを活用している拡大写真

(6年生)

･安濃川流域の書き込み用地図作り(5年生)

･津駅前通りの書き込み用拡大図(4年生)
大型プリンターを使用し､拡大印刷をするこ

とにより､公共施設が出している小さいパンフ

レットでも､子どもたちが書き込むことや貼り

付けたりすることができるように加工すること

ができた｡(囲3･図4)

また､南立誠小学校では､大きな掲示物を作

成する際は､切り貼りしたり､手書きをするし

か方法がなく､大型プリンタを使用することに

より､大変きれいに､また､発表会前の時間の

ない中で､効率的に掲示物を作成することがで

きた｡

5.研究の成果と課題

両立誠/ト学校が｢総合的な学習の時間｣の実

践を進めていく上で三重大学教育学部と連携し

て実践した成果と課題をまとめると､次のよう

囲3 大型プリンターを使用して作成した｢津駅前通り書き込み用拡大地図｣(4年生〉

図4 パンフレットを大型プリンターを任用して拡大し､そこに子どもたちか情報を書き込んでいる

(左)､完成した安胤Il情報マップ(右)(5年生)
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小山 史己･稲垣 博美･須曽野仁志･下村 勉

になる｡

･大学からの支援では､複数の専門的知識を持っ

た支援者(須曽野･教育学部情報教育課程学

生等)が参加するので､子どもたちは､パソ

コン操作面で困ったことなどを気軽に質問し

て､解決することができた｡また､児童の作

文にもあるように､支援者のサポートがあっ

たことにより､自分のやりたいことがやさし

く､分かりやすく理解することができた｡こ

のことから､パソコン学習では､児童が個々

の課題や作品制作に取り組むので教室内によ

り多くの支援者がサポートする方がよいと考

えられる｡

･学習成果を発信する学習を進めていくには､

完成までに児童たちが作成途中の作品を見せ

合ったり､作品制作のやり方について交流す

ることが重要である｡その中に､支援者が入

ることにより､技術的な支援以外のアドバイ

スを受けることができる｡児童の多くは作文

の中で､そのことがその後の制作に大変役立っ

た､と指摘している｡

･学校現場に出向いての支援ほ､多くのアシス

タントが必要となってくる｡そのためには､

三重大学教育学部の学生が情報技術を習得し､

学校現場において児童と触れ合いながら支援

できる体制づくりが必要である｡

･子どもたちは､兄弟が少ないなかで､お兄さ

んお姉さんのような年齢層の人たちと交流す

ることができ､技術的なサポート以外に､人

とのふれあいも楽しみとなったようである｡

･今回の､教育学部情報課程の学生との交流を

きっかけに､他の教育学部学生との専門性を

生かした､教育実習以外の学校現場との交流･

支援を検討する｡

6.おわりに

大学から学校現場に情報機器を持ち込み､必

要な人材が出向いて児童や教職員を支援するこ

とは､多忙な現場において大変効率的に目的を

達成することができ､効果的であった｡今後も､

大学と小学校教育現場との連携を深めていくこ

とが大切である｡また､これらの活動が市内の

他の学校へも広がっていけば､より多くの成果

が得られるだろう｡
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